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阪大における低温研究の回顧
永 宮 健 夫
大阪大学 にヘ リウム液化機 が澄かれ,極 低温実験 の研究が できるよ うにな ったのは1958年 のこと
で,当 時の情勢 を思い出してみると,い まとは大分 ちがった ものがある。 いまでは液体ヘ リウム温度を
得る ことは何 で もないよ うに思われてい るが,当 時'までは東北大金研 を除 くと液体窒 素温度までが得 ら
れる低温の限界で,物 性研 究者は何 とか してヘ リウム液化機を手に入 れたい と熱望 して いたのであった。
アメ リカでは学生実験にまで液体ヘ リウムが使われているとい うことが羨ま しい限 りのよ うに思われ,
外国の論文 に4.2。K,20。Kに詮ける測定が こと もなげに出ていることが,い かに も残念なことであ
った。物性小委員会 の前身として物性研究者が作 った任意組織の委員会(名前 はやは り物 性小委員会 だっ
たと思 うが)で は,戦 後 の研究体制 の建て直 しの第一 目標 として極低温研究 をと り上 げ,仙 台にまた コ
リンズのHe液 化機のない頃の ことであるが,関 東,関 西な どに極低温研究 のセ ンターを作ることを考
え,学 術会議や文部省に働 きかけたのであった。1950年 頃,急 に仙台に コリンズが入ることにな り,
この運動はな診つづけ られたが,発 展 して物性研 を作 るところ'まで行 った。物性研は阪大 にお くとい う
物小委 の決定 があったが,理 工研の改組 とか らませて東大にお くとい う文部省の強 い意向があ り,現状
のよ うになった。 この とき阪大 にはせめてヘ リウム液化機 を置 いて上げなければ,と い う文部省の配 慮
があって,1957年 度 にコ リンズHe液 化機 と80坪 の極低温実験室が認め られたのである6
ここに至 る'までに もなお色 々の ことがあった。文部省の中西助成課長 に私が最初交渉 したときは,余
りよい返事でなかった。ついで中西課長が阪大に こられた とき,於 願い したい と私がい うと,ce今は原
力 の時代で,極 低温研究はまだその時機でない。時 の流れが くるまで澄待ちなさい;と い うことであっ
た。 や りきれない気持 であった。仙台に一つ あれば共同利用 でょいではないか,と い うことの ようであ
った。その.うち電気試験所で もヘ リウム液化機を入れ るし,日 立 東芝 も入れるよ うになった。民間研
究所 が入れるのに,大 学は全国でただ一 つでよいか,と 文部省 にせまるのは強み となった。 そ うしてい
る うちに,物 性研設文 とか らんで前記の ように阪大 に設置 のことが動 きは じめたのである。大蔵省の喪
人が きて色 々きかれたが,測 定装置 など合 わせて1億 円 ぐらいかかるとい うと,む っつ り黙って帰 って
しまった。 その頃の1億 円は今の10億 か20億 の感 じか もしれない。伊藤順吉教授は,阪 大に コリン
ズが入 らない場合は阪大に残 るつ もりはないと私にいわれ,背 水の陣を しいたよ うなことになった。
よ うや くOKが 出て,伊 藤 関両氏がスクラムを組んで建設 に当 られた。私 とも3入 で不足額 の募金
に当 り,建 物の特 殊仕様やパイピング,窒 素液化機や真 空ポンプ,そ の他 で合計1,000万 円ほ どの寄
付 を,い くつかの会社 を'まわって集めた。 コ リンズ液化機のオペレー ションやオーバホールの練習の と
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きにはADLか らStreeterがきて指導 し,大 学院学生 らが加 わって機械を扱 ったが,東 芝その他 ど
こよりも巧 くやって満点が与 え られ,伊 藤さんは ご自慢であった。 開所式 には新聞記者が沢山 きて,デ
モ ンス トレーシ ョンの実験をみせた りした。寄付集めに澄世話 になった商工会議所 か らは故杉会頭が来
られ,ま た一足お先に極低温実験室を作った物性研 か ら武藤所長が こられた。 ちょうどその頃,望 月和
子助手 が水素のオー ソ ・パ ラ転換 の理論で学位 をとり,女 性で理論物理でははじめて とい うことで,新
聞記者連はそち らの方 に興味を向けてしまった。
水 素のオー ソ ・パ ラ転換 は東北大金研の神田英蔵さんの所 で実験 が平行 して進み,そ の結果は理論 で
余す ところな く解析 された。水素の固体については,1955年 頃 に中村伝 さんに よって比熱解析 と,
その基 となるオー ソ水素相互間の四重極相互作用 の理論 が立 てられ,つ づいてオー ソ・パ ラ転換 の理論,
守谷 ・望月によるNMRのT1の 理論が作 られた。他方,永 井 ・中村 によって,四 重極相互作用があると
きに生ずる分子の秩序配 向を求める理論 が提出 され,こ れはfccN2結 晶に応用 され た。 これ らの研究
は,そ の後,現 在 な澄,活 発 に諸外国で行 なわれている水素の実験的,理 論的研究の基 となるもので,
阪大 あるいは 日本 の他の大学 でこの方面の実験研究 が行なわれなかった ことは残念 である。固体水素の
構造決定 は,私 も実験家 にすすめたし,故 富家君 が計画 していたが,結 局 されなかった。単結晶ができ
に くい とい うことであ ったが,MendelSSOhnが きたとき極低温実験室に案内すると,大きい単結晶
はい くらで もで きるが(水 素分子 が動 きやすい ことによるのであろ うか),X線 をあてることがむつか
しい,と い うことであった。巧 くやれば,hcp-fccの 転移 がみつかったのではあるまいか。Libron
にして も,京 大 の連中が理論 化す る前に,私 は何度 もそ うい うもののパ ンドに言及 した ことがある。 ラ
マン散乱 をや る人はいなかったし,そ もそ も水奏 に興味を もって くれる人はいなか った。外国で殆ん ど
すっか り研究 しつ くされるま で面 白い と思わないとい うのが,か な り多 くの実験家の傾向であろ う。尤
も,理 論家に もそ うい う傾向がある。
しか し,極 低温実験室が中之 島にで きて以後,他 の方面 ではいろいろ優れた研究が出た。伊藤 さんの
NMR,関 ・千原 さんの比熱,仙 台か ら伊藤さん と私 が引 っ張 って きた伊達さんのAFR,あ とで物性
研か ら来 られた川村 さんのsemimeta1,そ の他沢山ある。なかなか物性研 にひけをとるものではない。
い'ま,吹田地区 によ り大 きい容量のヘ リウム液化機 が動 き,豊 中地区 には,見 込 みとして,そ れ より
もな澄大 きい容量のヘ リウ ム液化機 が導入 され ようとして いる。 これか らは,物 性物理 ・化学 の分野 を
広めた り深めた りす るばか りでな く,工 学的な展開や生物学へ の滲透 が進 むであろ う。 でも,興 味 が一
般的にできてか らでな く,興 味を作 り出す ことが大切 であると思 う。私は伊藤 さんに,最 後 の御奉公 と
してADLの30ユit./hr.の 液化機導入に骨 を折れ といわれ,努力 して きたつ もりである。 極低温実
験室運営委員長 から低温 センター運営委員長へ移 って,も う少 しで私の任務 も知わ る。新 しい人々によ
る新 しい発展 を期待す る。
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